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　本課題では、生体吸収性アパタイトと蛍光標識コラ－ゲンを複合化した蛍光標識骨基質を

開発し、破骨細胞による骨吸収活性を経時的に測定できる系を確立し、薬物投与後、24時間

以内に薬物による骨吸収阻害効果を測定できる系を確立することを目標とした。生体吸収性

アパタイトと蛍光標識コラ－ゲンを予定どおり完成させたが、両者を複合化し人工骨基質を

作製した段階で、破骨細胞形成には、より平滑な表面を持った人工骨基質が必要であること

が判明した。この問題に対しては、平滑な面を持つコラーゲン膜を石灰化させることにより、

平滑な面を持った人工骨基質を作り上げることにより解決を図った。この石灰化コラーゲン

膜上に破骨前駆細胞を培養したところ、十分な量の破骨細胞を形成させることに成功した。

石灰化コラーゲン膜上で分化した破骨細胞は、人工骨基質を良く吸収し、典型的な吸収窩（Pit）

を掘ることが確認できた。今後、蛍光標識したコラーゲン膜を作製しこの膜を石灰化する方

法で早急に商品化を図りたい。�
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